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l予

！ 近年、農業部門において、除草剤等の農薬が広く使用されるに至り、今後はますます多種の

薬剤が使用される傾向にあるが、これらの使用は直揺間接に流入河川の水質を汚染する結果

を招いており、水産関係者としても十分監視しなければならない問題である、

しかしながら、これＩ'て対する研究は比較的歴史の浅いこともあってあまり進んでおらず、い

主だ検討の段階におって決定的な結論に到達していないが、この種問題究明の一助として、こ

のたび当場において魚類を用いた二、三の試験を行ったのでその結果を発表し關系者の御参考

卜

に供するものである。

昭和５７年５月

東京都水産試験場長鈴木 順

ｉ
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農薬ＤＮＢＨＤＣＰＡ､及び1ＰＯＰの魚類に及ぼす影響について

ｸﾞ、

まえがき
Ｔ

｣し

近年、各種の農薬が、稲田に用いられるようになったため、そこにすむ魚介類やまたそれ

らが流下する河川、池沼等における水産動物が被害を受けて種々問題を起している。

今回、新しい除草剤である、ＤＮＢＰ（プリマージ）、ＤＣＰＡ（スタム）の魚に対する

影響についての若干の室内試験を試みた。

なお、従来から使用されている、ＰＯＰについて併用して、比較試験を行った。

それについて二、三の知見を得たのて、その概要を報告する。

〆

iU［試験計画

１試験に用いた薬品
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２試験に用いた魚
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５試験期間

昭和５６年１１月１５日～１２月２６日

４試験方法

縦５０cm、横４５Ｃｌ､、深さ５，cmの角型ガラス水そうを用い、コイの場合は、２０１、
フナ３２１、ドジョウ２２１の試験水に対して、それぞれ１０尾ずつ収容した。

致死濃度の決定については２４時間ＴＬＩｎ、４８時間ＴＬｍを求めることに主眼をおき
Ｄｏｕｄｏｒｏｒｆ他（１９５１、町田訳）が推奨する方法にしたがい図解的に推定した。
なお、使用した水の分析値は化学的酸素要求量（ＯＯＤ）０１５ｐｐｍで、アンモニ

ア態窒素、亜硝酸態窒素は検出されなかった。

RＪ

Ⅲ試験経過

ＤＮＢＰ（プリマージ）乳剤

コイ

観察記 録

|＿
実験開始後、５時間目、１尾元気なく表層を遊泳す。９尾は何の変化

もなし。

４時間５０分表層遊泳魚１尾死、９尾は元気に遊泳す｡

６時間５０分１尾元気なく鼻上げ状態で表層遊泳す。８尾は異状

なし。

８時間５０分２尾死、７尾生存、うち１尾横転し浮上す。

１０時間５０分２尾死、５尾底にじっと静止、時を動作を示すが鈍

い。

１５時間５０分１尾死、４尾fEにじっと静止。

］４９ｐｐｍ

Ｉ
Ｚ



１８時間５０分 5尾死、１尾時々遊泳するも動作鈍い゜

２４時間 1尾死、生存魚０

開始後より、６時間５０分は１０尾異常なく元気に遊泳す。

８時閥５０分１尾死、９尾は異常なく元気で遊泳す。

１０時間５０分１尾死、８皇は異常なく元気で遊泳す。

１５時間５０分１尾花、７尾は異常ないが動作が鈍い。

１８時間５０分５尾死、２尾は２４時間目も生存するが元気ない。

４５時間５０分１尾死、１亀は元気なく４８時間目も生存。

開始後より、８時間５０分、１尾変色し異常を示すが残り９尾は元気

１５時間５０分１尾死０９尾は元気で遊泳す。

１８時間５０分１尾死、８尾は元気で遊泳す。

２１時間５０分１尾横転し、浮上するが７尾は元気。

O２８ｂｂｎＥＩ
－￣

Ｏ１５５ｂｂｍ

。R二日ごＦ ６局ﾆﾚ

、屋上

＝〃し己ゴー互官目

開始後、２４時間目は１０尾生存するが１尾は元気なく動作4，鈍い｡

２７時間１尾死、９尾は元気で遊泳す。

４５時間５０分１尾死、８尾は元気で遊泳し何の異常もなし句

４８時間８二異常なく遊泳す、

６７時間５０分１尾死、７尾はその後元気に生存す｡

０．０８７℃̄ ℃、

開始接、２４時間目、４８痔間目も変化なし。0．４９ ｐｐｍ

－１
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○

７時間 １尾死、 残り９尾のうち１尾は仮死状態で浮上横転す。０．４９℃1０１，
－￣
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5尾死、４尾は諭作力馳<１尾は仮死状態を示し浮8時間

ヲｔｆ尋雇

］H寺匿 丁々ﾚｺｦＦ岡戸、

ヨリ

ソ

８に\間１尾死、９尾何の変化しなく普通の状態で遊泳す。

その鑑１６時間までほとんど変化なく経過するが、１尾表面に浮き上

り横転し、時々さい蓋を勅かす。

１７時間４０分１尾死、８尾は普湧の状態で遊泳す。

１９時間５０分２尾死、６尾は普通の状態へ

その後２１時間言に５尾、２４時間目に１尾Ⅲ２６痔間目に２尾死亡

し生存魚０とたる、

■■■■■■■■■■■■■■■甲●■■■９０■ＶＡｇｑ１■０Ⅱ■；▲■■■■Ｉ■■■■■■■Ｖ▲■■■▼』６００巳■■■０■■０■■■ＩⅡワム■■・‘。□■■Ｄ０Ｆ００Ｉ０Ｉ，凸ごｉⅢ００９１■■■０１■ＩＩＢ■。、■■０Ⅲ‐１０．，．’００．．０日０△ｒＵ０■０■ⅡⅡ■■●■ロー■●■■Ⅱ■■■■■ＰＣ■■ロ■■■■■Ｂ００Ｄ▽６０■■■●■■■■０－１■■■０■■Ⅱ００６１０■■■ＢＴＯロ凸５１Ⅱ００ｄＢ■Ⅱ９６●■ＰＩＤ。－００６－０▼Ｉｑ６９ＩＣ

’ず元気に遊泳寸心ら２４１痔闇、４８時蘭、ともに変を窯始力０．１５５ｐｐｍ

死亡魚､なし。

o1551oloncと同じ。２４}痔間、４８１毒問、ともに元気に遊泳し変化一一

だし。0．０８７１０１６，
－-

死-亡魚なし。

開冶後４時間目まで元気に遊泳するが、５時間目に１尾仮死状態で表

面に浮き上り、時々さい蓋を動かす。

６時間１尾死、９尾は元気で遊泳し、その後２４１寿間、

４８}諦利>1(（の変化:|つなぐi難iﾌﾞ６

OＤ４９ｂＣｎＤ
－－

ドジヨウ

ーーーー●￣マー

有効成分濃度 藩 察 録可し

開始後８時間臣まではコントロールと変らず。

９時間目でに、１０尾のうち２菫が横転。

１０時間目で隙、６尾が横転し、４尾が正常熊であったＰ

０．４９℃℃正

。’

－４－



１１時間目に至り２尾死、残る８尾のうち５尾は横転または腹部を上

にして遊泳。１尾は直立して遊泳していた。

１２時間目では４尾死、残る４尾のうち２尾が正常龍を保ち、２尾が

横転して静止していた。

１４時間目では５尾横転し、１尾が正常熊であった。

１５時間目で１尾、１６時間目で更に１尾死、残る２尾共に横転して

いた。

２０時間目で１尾が死亡、残る１尾は２４時間篭まで藝室きていたが、

２６時間目では死亡していた。

生存魚ｏとなる。

勺

開始後１５時間目に１尾が横転し、９尾は正常熊であった。

１５時間目では、１０尾のうち１尾が横転し、１尾は直立して表層を

遊泳していた。

１６時間目では２尾が横転し、他は正常態~愛rフプこﾉﾉ１１８時間目で２

尾が死亡、８尾が生残していた。このうち１亀は活力なく浮上してい

た。

２０時間目では１尾死、７尾生残のうち１尾が狂奔していた。

２１時間目では１尾死、６尾となり、これは正常態であった。

２４【時間目も同様、

２６時間目に１尾、２８時間目に１三、５２時間５０分後には更に１

尾が死んで、生残は３尾となり、共に横転していた。

０．２８ｐｐｍ

４５時間目では２毫死、生残は１尾となり、これも横転して底に静止。

４４時間目にはこれも死んでＬ生存焦りとなる。

開始後２４時間目までコントロールとほとんど行勅、呼吸、運動の点

では変化ないようであったが、２６時間目ごろから動作がやや鈍くな

って来たようなものも見られた。

２８時間目に１尾死、髪残９尾のうち１尾が横転していた。

５０時間目で１尾死、４５時間目では２尾死、生残６尾となった。

４６時間目では、６尾のうち１尾が横転していたが、他の５尾は正常

￣１

０．１５５ｐｐｍ

－５－



たが、このうち１尾が横転し、２尾は元気４８ ⑥圧＝

時間経過せるもコントロールとほとんど差

観的、肉眼的には）生残数１０尾。

４［菌倉間心４８

Ｐ

]､Ｏ８７ｐｂｎｑ 餌

Ｉ
ＯＯ４９Ｔ〕ｐｍｌｌ司上 Gｄ

ＤＯＰＡ（スタム）乳剤

コ イ

有勤成分濃度 親 察 録記

農薬投入してから､５分後に半数以上が横転し、苔ｉＭ`､状態を示し、時

々激しく反転運動を起す。

１０分後に(よほとんどが横転状態となり、時折、激しく狂奔反転運動を

起す。

２０分後､９尾が横転して水底に静止、’亀が正常熊のまま浮上、すべ

てのもの１６遣い蓋をわずかに動かすの承。時折、反転畷狂奔運動を起す。

１時間２５分後、４尾死、残り６尾も気息えんえん。

２時間５０分後、５尾死､残りの１尾餡横転したまま、わずかに呼吸

していた。

更に、１時間後１尾死、生存数０となる。

５分後，半数が水底に静止。残りは活力なく水面近くを遊泳。

５０分後、４尾が横転したまま、水底に静止。６尾も元気なく遊泳。

わずかにさい蓋、ひれを動かす。

１時間５０分後、１尾死、残り９尾はすぺて横転、わずかに呼吸する。

４時間５０分後も前と同様な状態で、ほとんどの運動を停止し、見た

だけでは生死の判別が困難となる。しかし水そうをたたくと、瞬間的

に反転運動を起すので生きていることがわかる。

６時間５０分後、４尾死、残り５尾も仮死状態であるr,生残魚の庫に

２１.ｏｐｐｍ

●

１５．５ｐｐｍ

し

－０－



眼球が体側に突出しはじめて来たものが見られる。また、体表に粘液

を分泌し、分泌された粘液がかたまりをなして体表についているも

のも出て来た。

７時間５０分後、１尾死、生存魚４尾。眼球突出、体表面の粘液多し。

９時間５０分後、１尾死。５尾生存、全く運動せず、仮死状態。

１２時間目、１尾死。仮死状態にて２尾生存、粘液分泌多し。

１６時間目、２尾死。生存魚Ｏとなる。

１０分後、１尾水底に横転、他は元気なく遊泳。

１５分鑑、２皇横転、他は元気なく浮上または水底に静止して、オフ杓､

に呼吸。

１時間５０今後、１０尾横転してiわずかに呼吸するのみ。

２時間５０今後、５尾死、７尾横転して生存。

F1

１１．５ｐｐｍ

８時間５０分後、１尾死、６旱仮死状態で生存、わずかにざ､藷､ひれを

動かすの承。粘液分泌あり。

１４時間後、１尾死。５尾生残、粘液の分泌が見られる。

１６時間目、２尾死。５尾生残。

１８時間目、前と同様変化なし。眼球突出したものが現われる。

２５時間目、１．尾死、２尾仮死状態にて生存。

２４時間目、２尾生残。

２５時間目、２尾死。生存魚Ｏとなる。

１０丹後‘早くも薬害の影響が現われた。元気がなくなり、遊泳す。

その磯､同様な状態をとり、４時間５０分後､初めて１尾横転し、４尾

活力なく水面に浮かひ池はゆるやかにI』矛泳。

７時間５０分後、２尾横転、残りは活力なく遊泳す。

呼吸運動きわめて緩慢。

９時間５０今後、５尾横鼠」､遊泳または静止。他もほとんど、ｉ浄止。

１２時間目、４尾横転、・すぺてのものがわずかに呼吸運動、遊泳運動

4.9ｐｐｍ

を起す。

このままの状態を保ち、１６時間目には５尾横転。

－７－



１８時間目旧丸シ眼球が突出したものが２尾認められた。

らず。

１９時間１５分後、７尾が横転し、５尾は浮上したまま、

動かすのみ。

２４時間目、６尾が横転し､他も全く活力なし。眼球突出

尾数の増減はあるが、横転したり､､逆転したりの状態のまま

保ち、４８時間目にも１０尾生存。

5尾横転は変

わ粉雪IcOyれを

したあの８尾。

ｕ仮死状態を

口

七

６時間後まではりほとんと:薬害の影響はみられなかったが

分後ころからや▲動作が不活発になり、そのままの状態

目、４８時間目を経過した｡

、７時間５０

にて、２４時間１．０ｐｐｍ

ナ-７

、ボク、１０尾二FE棒I野
ＬＰ【」

jｂｐｌｎｌ原

寺間目に１Ｃ 頭仁忠間巨

Ⅲ束q>魁１Ｕ屋

宮部LＦoｂｍｌ５０什 ］尾胆

「１

Ｊ

翌り銅J1台｛麦．３Ｄ

囲わ・照D’１ｔl寺同日Ｌソロニイ百q坊【しＰ け

〕尾共死亡ロヨニ間目宅

］!=菖階

ｄｙｂｌＣ
Ｌ」

痔間目、１尾横嘩 Ｊ辱芝Ｌ詔ロユと些司[君の

４[]寺間目、５尾槽酎 『］

－８－

）

4.9ｐｐｍ

開始後、２時間目まで変化なく緒固しﾌﾟこが、１０尾時々鼻上げ状態を

示す。

5時間目、１尾横転し浮上す。９尾は普通の状態。

4時間目、５尾横転したが、うち２尾は仮刀［鵠熊で底に沈む。

その後は同じ状態で経過したが《１０時間目に１尾死閻残る９尾は横転

有効成分濃度

２１．０ｐｐｍ

観察記録

実験開始後１分５０秒

時々さい蓋を動かす。

、 １０尾共横転し表面に浮き上る。

1ｌ１寺間目も|司様な状態で経過したが

は弓伏に曲る。

、 2時間目に１０屋共死亡。魚体

１５．５ｐｐｍ

開始後１分５０秒 、 １０尾横転し表面に浮き、鼻上げ状態を示す。

５０分後、１０尾底に沈み、仮死状態でその後も経過したが５時間後、

１０尾死亡す。

１１．５ｐｐｍ

開始鑓５０分、５尾は横転し底に沈み残る５尾は普通の状態で遊泳す。

１時間目、９尾横転し体は弓状に曲る。時をさい蓋を動かす

５時間目ま面同じ状態を示したか、４時間目に１０尾共死亡

◎

。



４[】寺間、４８

８[摩間

」ｐｐｍ

４８時｢昔

Ｕ

０．４９ｐｐｍ１８ ４８鳩
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有効成分濃度 観 察 録記

投薬と同時に狂奔、２０分間で１０尾底に横転す。

４時間５０分、２尾死。８尾は仮死状態で底に横転。

６時間５０分、５尾死。５尾は仮死状態。

８１寺間５０分、１尾死。４尾は仮死状態で底に静止。

１０時間５０分、１尾死。５尾は仮死状態で底に静止。時々さい蓋を

鋤かす。

１５時間５０分、１尾死。２尾は前と同様。

２４時間目。同じ状態で生存す。

２７時間目。１尾死Ｃｌ尾は仮死状態で底に横転。

その後、４８時間も仮死状態で生存。

９２時間目、１尾死。生存魚０゜

１８．０ｐｐｍ

投薬と同時に１０尾狂奔。２０分篭、７尾は狂奔状態を続け、５尾は

底に横転。

１時間１５分、１０尾底に横転し仮死状態。

６時間５０分、５尾死。７尾は仮死状態で底に横転。

１５時間５０分２尾死。５尾は仮死状態で底に横転。時をさい蓋を動

かす。

２４時間目。５尾生存し仮死状態を続ける。

２６時間５０分、１尾死。４尾は仮死状態。

１５．５ｐｐｍ

－９－



鵺１尾死。５尾は仮死状態。

１尾死。以後は同じ状態を持続す。

４スロ二間ろ0

］[岸間目

可8尾は狂奔状態を示irが､２尾は正常。

１０尾仮死状態で底に横転す。

今磯２０

．

、

６時間３０分、２尾死。８尾は仮死状態。

１０時間５０分、1尾死。７尾は仮死伏鵡

２４薄闇、４８時間も同じ状態を持続す。

開始後、２冊、数尾狂奔状態を続け、１１庁間１５分で１

２４１痔間目、仮死状態で横転。

４５時間５０分、１尾死。９尾仮死状態で横転。

４８時間目も同じ状態で生存す。

０尾横転。

１０．０ｐｐｍ

ＰＯＰ－Ｎａ粉剤

コ イ

録譲 察有効戌分濃度 記

投薬後､２時間後まてば）目立った様な変化なし。

５時間５０分後では、全体に活力がなくなって来たようである。

６時間５０分後ては､１尾死。生残りの９尾l為活力なく浮上して遊泳、

うち１尾は腹部を上に向けて遊泳。

７時間５０分後では、９尾のうち5尾は､横転したまま遊泳慰他も元気

なし。

８時間５０分後、１尾死。８尾生残、うお５尾横転して水底に静止。

他は前と同様。

９時間５０分後では５尾死。望残は５尾となる。ほとんどが横転して

遊泳、時折、！HヨヲJiFtk鰻に定,篇(し〈連動或る･

１２時間後、４尾死。残る１尾も仮死状態となり、10才Iの運動は停止。

さい蓋の運動いまとんと停止。

０．４９ｐｐｍ

－１０－



１４時間後に最後の`１尾も死亡。

■Ｈｒ豆、、

して６[淳間５Ｃ

０．２８ｐｐ
シＰ［］

８時間５０分鑑では、特に５尾が元気なし。

９時間５０分後には、１尾死。生残り９尾のうち､数勵時折､狂奔運動

を起す。

１２時間目では、９尾のうち２尾が横転遊泳。

１４時間目では、２尾死。７皇室残、うち２尾が横転のまま遊泳し、

５尾が特に元気なし。

１６時間５０分後では、１尾死。２尾横転のまま遊泳。

１８時間目では、更に１尾死。５尾生残のうち、１尾逆転し、腹部を上

に向けたまま遊泳。時折、狂奔するものが見られた。

１９時間１５分後では、生残魚すべてが鼻上げように水面に浮上、時

折狂奔する。

］Ｈ雪官間召ｎ分 毛ﾀﾋ。三E渋４に暑し

４Ｈ寺nLH目

昂Ｌ－ｒ‐４Ｅ三
Ｌ=

異種､笥二１台［］各Fﾄｮ(壬1倍

６時間ろ、[ｌｌｂｈＤＤｎ 王泳。他のもり

ﾖヱﾛﾉＵ
座）・ユノーＣ

ワヒド寺|菅i６Ｌ

１２時間目では、２尾死。残り８尾のうち２尾が横転して遊泳。

１６時間目にては、２尾死。１８時間目では、残り６尾のうちの４尾

が狂奔、旋回運動をしていた。

その後、２２時間目に１尾死。残る５尾のうち、２尾が横転して遊泳

し、５尾が狂奔していた。

２４時間目では、２尾死。残る５尾のうら２尾力横転して遊泳してい

－１１－



転していたが、２６時間目では１尾死。更

で残ろば１尾となった。

分後では生存していたが、４２時間目では

予睾FLF1ヨーァ弓ｌ･士１Ｅ三A刀

］リ

〔

`Ⅲ川|鵜:鱒憩:瀧'魚体上府勧上には川等① 企

ﾌﾞーフ

毒圧

底間口舵ス尾刀蛤機、４時間日

5ＵＶ ＝【_］

６１１寺間目、５尾 【
】

聟rfrl目

今後、６時間目 昼ﾉア餌

０．２８ｐｐｍ１９時間日、５尾死ｃ 塁ｐ 反ウ

］ロ

F1眉調目

始16差、９戸－１０時間臼刀 ⑧血１８、/よら〕◎

罰目、１尾死。残る９尾;は低に静[ｌｌｈｂｂｂｌｒ
。

ぐ

径渦し、５０時間Ｅ ？４１匡置１首|属

４８時間も経過する｡

可、ニーーＵ－Ｌ戸品、Bａ

－１２－

有効成分濃度 観察記録

０．４９ｐｐｍ

開始後、４時間目まで変化なく過ぎるが、５時間目に５尾死亡し

尾は仮死状態で表面に浮き上る。

６時間目、５尾死。２尾は仮死状態で表面に浮き‘時;々

７時間目、２尾も死亡。

、

、
反
h再ノ

ざ､蓋をl助かす。

０．２８ｐｐｍ

開始後、６時間目まで、しまとんど変化なく経過するが、Ｈ寺4《､狂奔す。
●

９時間目、５尾死。残る７尾のうち､５尾は仮死状態で浮上。

１０時間目、２尾死。５尾は仮死状態で表面に浮く。

111痔間目に、５尾

亡し 、 生存）篤なし。

、 １２時間目に、１尾 、 １５時間目に１尾､と死

０．１５５ｐｐｍ

開始後、９～１０時間目あたりから元気がなく、動作も鈍くなる。

１５時間目、１尾死。残る９尾は底に静止して、時々動作を示す。

２４時間目も変化なく経過し、５０時間目、２尾死。その後は同じ状

態で４８時間も経過する。

０．０８７ｐｐｍ ほとんど､薬害は認められず、２４時間目、４８時間目も異常なく経過

す○
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有効成分濃度

投薬後、６時間目位さ３はコントロールのものと、ほぼ似たような行

動をとっていたが、６時間以隆６～７尾が苦悶状態で水そう内を狂奔０．４９ｐｐｍ
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Ⅳ試験結果

以上の経過から、５種類の薬品についての試験結果をとりまとめると、表１、表２、

表５のごとくで、それぞれの生残率から２４１毒間ＩＬｍ、４８[痔間ＴＬｍを対数グラフ上

で推定すると、図１から図９童でに示したごとくになる。

庁

…－１４－



表１ ＤＮＢｒの濃度段階における生残率
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表２ＤＣＰＡの濃度段|渚にお(十る坐残率
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表５ ＰＯＰ－Ｎａの濃度段階における生残率
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Ｖ考察

１試験経過から見た特徴

、ＮＢＰの場合

イ．

０．４９ｐｐｍでは、５時間後位から(徴候が現われ元気なくなる｡その後､徐々に死亡

してゆき、２４時間では生残率０％となった。

０２８，０１５５ｐｐｍでは８時間目ごろから影響が現われ、２４時間では生残率

２０～６０％、４８時間目ではＯ～１０％。

０．０８７、ｏ０４９ＰＰｍでは、２４時間目までは影響なく、４８時間目では８０～

１００％の生残率を示した。魚体上、または行動上の変化は、ＰＯＰ－Ｎａとほとん

ど同様。

フナ

０４９，０２８ｐｐｍでは、投薬後６時間までは影響が現われないが、６時間を過

ぎてから急激に影響がみられる。２４時間までには８０～１００％は死亡する。
０．１５５ｐｐｍでは薬害の影響がみられない。

乳剤であるため、薬が溶解するまでに相当時間がかかり、溶解後は効果が急に現わ
れるものと考えられる。

ドジョウ

０４９ｐｐｍでは９時間目ごろから横転等の徴候が出現し，その後徐々に死に始め
２４時間で０～１０％の生残率。

０２８ｐｐｍでは１５時間目ごろから薬害がみられ、生残率は２４時間目では６０

％、４４時間目では０％となった。

０１５５～０．０４９ｐｐｍでは、２４時間目までは｜まとんど影響なく、０１５５ｐｐｍの

ものが４８時間目で６０％の生残率を示したほかは､１００％生残した。
、ＯＰＡの場合

イ。

２１．０～１１．５ｐｐｍの濃度では、投薬とほぼ同時にi苦もん状態をとり、狂奔、反

転運動を行う。１０～２０分後には｡ほとんど全部が横転して底に静止するが、そのま

まの状態で遊泳し、時折急激に苦悶遊泳運動を行う。横転してから､さ↓蓋の開閉運動、

胸びれの運動は次第に回数が少なくない後にはほとんど;運動を行わ煮仮死状態となる。

－２５－



仮死状態とな,づ己から、死に至るまでの時間は、他の２種の農薬に比較して割合に長い

ようである。

４．９ｐｐｍでは、６時間'|韮経過し‐Eから魚体に影響がみられ、横転するものが出現し、

仮死状態となっても、２４時IiH、４８時間生残する。

２０時間後位から、眼球突出するものが出て、２４時間では生残魚のほとんど、全部

が突出する。

１．０ｐｐｍでは、全く魚佐には影響が現われなかった。

フ．ナ、

２１．０～１１．５ｐｐｍでは、投薬後直ちに薬の影響が現われ、４時間までで１００

％近くが死亡した。

４．９～０．４９ｐｐｍでは、６時間震より少しずつ影響が現われるが死亡することは

なく、２４時間、４８時間ともに１０尾生残する。

死亡魚の特徴は眼球が突出して体が弓状に曲がることである。

ドジョウ

１８０～15.5ｐｐｍでは､投薬と同時に13とんと:全部が狂奔運動を示し、１時間後にはすべ

ぺてが仮死状態で横転。４時間～６時間目こ勘も{死亡魚が現われて、２４時間目で

は、仮死状態で生残したものが、２０～７０％であった。

４８１痔間目では、１０～７０％が生残。

１００～ｏｐｐｍでは、狂奔、仮死状態になる時間は前のものと同様であるが、

２４時間、４８時間目の生残率は、９０～１００％であった。

ＰＯＰ－Ｎａの場合

コ イ

０．４９～０．１５５ｐｐｍでは、６時間ほど後から影響が現われる。すなわち動作が緩慢

となり、活力がなくなり、狂奔または旋回運動も行わない。横転するものも出る。

横転または不活発、となデズから死に到る時間がＤＯｐ｣OLと比較して短かいようであ

る。２４時間の生残率は、０～４０％である。

０．０８７ｐｐｍでは、最後まで影響が現われずに生残。

､

４

ナ－フ

０４９～０２８ｐｐｍは、５～６時間までは影響なく、これを過ぎﾌﾟここ帥も，薬害

がみられ、１０時間で１００９b死亡する。

－２４－



０１５５～０．０８７ｐｐｍは、ほとんど影響がみられない。

ドジヨウ

０４９ｐｐｍで、６時間ごろから薬害の徴候がみられ、９時間目ごろから死亡し始

め１６時間目では生残率０％となる。

０２８ｐｐｍでは、７時間目から異常がみられ、１５時間目ころから死に始め、

２４時間目で２０％、５０時間目で０％の生残率。

０１５５ｐｐｍでは、１１時間目から異常がみられたが、２４時間目では１００％、

４８時間目では２０％の生残率。

００８７ｐｐｍでは全く異常が見られなかった。

２肉眼的観察による魚体変化。

ＤＯＰＡの場合

１）薬は魚体の平衡をつかさどる器官を、急速に侵すようである。すなわち短時間で横

転する。横転してから、死に至る時間は、他の２種の農薬に比ぺて長いようである。

２）眼球が突出する。高濃度で、短時間に死ぬものには現われないが、低濃度で、致死

時間の長いものに多く出現する。ただし、４８時間経ても死なないものにはきわめて

少ない。

５）粘液を体表より分泌する。これは２）、とは逆に、低濃度のものに少<、高濃度の

ものに多く見られる。ただし、これもあまり高濃ﾛﾋﾞｾﾞであれば、分泌を見ないうちに死

ぬ。

４）「打振動」（水そうをたたくような場合）に対して反応が鋭い。

ガラス棒でつついたのでは、生死の判別がつけ難い場合でも、水そうをたたけば、ピ

クツと動く。

５）フナ、にのみ見られた現象であるが、体が左右、いずれかの側に弓状に曲がる。

ＤＮＢＰの場合

１）横転、または活力がなくなってから死に至るまでの時間が、ＤＯＰＡに比ぺて短か

い。

２）眼球突出、粘液分泌等の現象がみられず。

ＰＯＰ－Ｎａの場合

ＤＮＢｐの場合と同襟である。

「

－２５－



２４時間ＴＬｍ、４８時間ＴＬｍの検討

さきに、図解的に推定した値は、 表４２４時間、４８時間TLmn:推定値
ｄ歴

表４のごとくである。それによる

と、同一薬品間においては、２４

時間ＴＬｍ、４８時間ＴＬｍの間

では、若干４８時間ＴＬｍが低い

値を示す程度で、それほど差はな

い。一方、ＤＮＢＨＰＯＰ－Ｎａ

での、コイ、フナ、ドジョウの５種

間の値は、大体近い値で

あるが、ＤＯＰＡにおいてドジョ

ウだけが、コイ、フナよりも２倍

位の値を示している。また、毒性

鑓司

J､１.Ｕ８l１８Ｕ

］２０８うＮＲＰ

６
６

〆

。(】Ｐ－ＮＢ

の強さから見ると、ＤＯＰＡが一番弱く、他の2種に比ぺると、ｌＺＯ～’ぽO程度であ
－ヂ

ｃｏ

ＤＮＢＰとＰＯＰ－Ｎａは、ほとんど同じ位であると判断される。

ＤＯＰＡＰＯｂ－Ｎａ、についての室内試験例

ＤＯＰＡ

宇都宮大学１９５８フナ５ｐｐｍ以下では異常なかった。

栃木県水産ｷ韓所

ＰＯＰ－Ｎａ

宇都宮大学
栃木県水産指導所１９５８フナ０５ｐｐｍ以下では異常なかった。

名古屋大学農学部１９５８コイ金魚４８時間ＰＬｍは、0.5～０６ｐｐｍで
水産学教室

ドジョウあった。

ウナギメダカ

滋賀県農業試験場コイ４８時間後における致死限界は、０１～

０．２ｐｐｍであった。

礒媛県農業試験場１９５９キンギョ 種々の試験を総合すると危険限界は、

０５～０４ｐｐｍぐらいのところにある。

写鴛ji灘,叩時間Ⅱ、,Ｍ､肥Ｍ川滋賀県水産試験場１９６０

イケチヨウガイの緬甜だった。
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前述の試験結果と当水試の行った、４８時間ＴＬｎ値とを、ＤＮＢＰを除いて、ＤＯｐＡ

とＰＯＰ－Ｎａについて比較して承ると、大体、ほぼ一致した値のようにうかがわれる。同

一魚橦に対する農薬の影響が、魚体の大小、水温の高低、あるいは試鯰水の容量等で、受け

る影響が異ることは、他の農薬試験等でしばしば論議されていることである。

したがって、本試験と他の試験結果とに若干の鞘きがあるのも、むしろ当然であろうと考

えられる。

本試験で椎歪した'1ｍｍは、あくまで或る種の試験条件のもとでの試験物質の相対的毒'性

を有効に示す指標にすぎないのであって、実際に用いられる稲田等において、安全、または

無害であると考察されるような濃度を示すあのでばない。

したがって、いかなる濃度で、安全、またにE無害であるかという事は、今:篭いろいろな試

験、研究を積み重ねる事によって到逹される事でおろうと考えられる。

ちなみに、Ｈａごｔ，Ｄｏｕｄｏ＝ｏｆｆ、及びＧｒｅｅｎｂａｎｋによって提案されている生物学

的安全濃度を次式によって推定すると、表５に示すごとくなる。
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また、一般に魚が死にいたらなくともげん`忌するであろうという量の推定に、しばしば、

４８１痔間ＴＬｍ値×０１なる値を採用している。

この考え方を用いると、表６のごとくなり、表５と同様、かなり低い値である事がわかる。
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表５生物学的な安全濃度推定値 表６けん忌量推定値
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Ⅵ要約

１ＤＮＢＰ、ＤＯＰＡ、及びＰＯＰ－Ｎａを使用して、９～１５｡０位の低水偏で、コイ、

フナ、ドジョウの淡水魚による圭物試験を試みた。

２試験開始から終了時までの魚の行勅を観察し、できるだけ記録した。

５コイ、フナ、及びドジョウの２４時間ＴＬｎ、４８時間ＴＬｍを補間法により、図解的

に推定し、更に生物学的安全濃度を推定した、

これによると、ＤＮＢＰは０．０１２～０．０５４ｐｐｍ、ＤＯＰＡは１．７７～５．７３ｐｐｍ、

ＰＯＰ－Ｎａは０．０１２～００４５ｐｐｍであった。
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